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（１）課題

〇住民同士が地域の中で出会う場が少ない
→未知のものに対する不安・誤解

〇課題解決のための取り組みが知られていない
→外国人住民の強みが地域で生かされていない

〇多文化共生の実施主体の連携が弱い
→継続的・発展的な取り組みにつながりにくい

多文化共生の楽しさ・素晴らしさを
届け・拡げる仕掛けを作りたい！



協会の活動に賛同する
市内外の計48件の店や
施設をHPで紹介

多世代・多文化交流
イベントや講座、食堂
など地域密着型の活動

7言語に対応可能な
医療従事者を配置し、
通訳や支援を実施

（２）多文化共生の楽しさ・素晴らしさを届ける・拡げる取り組み



（２）外国人住民主体の取り組み①
NUESTRA SALA COMEDOR

（私たちの地域食堂・横浜市鶴見区）

目 的 育児中や高齢のスペイン語圏出身者が孤立せずに地域で安心して生活できること

活動内容 ・スペイン語圏出身者を対象とした地域食堂・居場所づくり
・相談対応・学習会（健康、防災、介護、お金、地域の伝統行事）
・スポーツ交流、地域イベントへの出展

連携先 区役所地域振興課、区社会福祉協議会、町内会、地域の保育園、小中学校、
国際交流ラウンジ、生活困窮支援団体



（２）外国人住民主体の取り組み②
海老名モスクメンバーによる
交流・支援・連携の事例

【親子クリケット教室】

海老名市市民相談課の事業として、
人気のスポーツであるクリケットを
通じたスリランカの人たちとの交流
事業を実施。

【海老名モスク炊き出し隊】

2011年4月～東日本大震災の被災地
に食料や日用品などの救援物資を提
供。エスニックカレーなどの炊き出
しも実施。

【モスクでのワクチン集団接種】

言葉の壁や予約の難しさによりコロ
ナワクチンの外国人接種率が低かっ
たことから、海老名市や海老名市医
師会と連携し集団接種を実施。



提案１ 多文化共生の楽しさ・素晴らしさを届ける・拡げる仕掛け、発信
メッセージの発信、SNSの活用、メディアとの連携

提案２
外国人住民の社会参画・活動推進のしくみづくり
支援対象だけではない、地域づくりを主体的に担う大切な仲間
助成金の活用、関係機関への働きかけ

提案３ 継続的な関わり創出のための新たなネットワークの模索
市町村、関連機関、学校、NPO、企業

（３）提案

「『ともに生きる』と
いう言葉は障害福祉の
世界から発したが、外
国人も含めてともに生
きるということ。理念
を共有しながら前に進
みたい」
(2026年1月、黒岩知事)
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